
民生委員児童委員及び主任児童委員一斉改選について
１　一斉改選スケジュール（予定）
	４月
	自治会連合会総会
推薦関係書類の説明及び配布

	４月～６月上旬
	各地区にて、候補者へ推薦依頼、推薦関係書類の作成

	６月１３日（金）
	各地区から市へ推薦関係書類の提出期限

	６月中旬～７月上旬
	推薦書類の作成（市）

	７月中旬～下旬
	市推薦会の開催

	８月１日
	県健康福祉センターへ推薦書提出

	１１月下旬
	国による委嘱決定

	１２月１日
	委嘱（委嘱式は12月３日小見川市民センターいぶき館にて）


2　任　期

令和７年１２月１日から令和１０年１１月３０日まで（３年）となります。
· 任期途中で交代があった場合は、後任者の任期は、前任者の前任期間

3　年齢について（令和７年１２月1日の委嘱予定日現在）
＜民生委員児童委員＞　
原則７５歳未満の方（昭和２５年１２月２日以降の生まれ）
【新任の場合】７２歳未満の方（昭和２８年１２月２日以降の生まれ）
· 地域の実情に応じ、再任、新任のいずれも７８歳未満まで理由書添付の上、推薦することができます。
＜主任児童委員＞

　原則５５歳未満の方（昭和４５年１２月２日以降の生まれ）
· 地域の実情に応じ、理由書添付の上推薦することができます。

【再任の場合】６８歳未満の方（昭和３２年１２月２日以降の生まれ）

【新任の場合】６５歳未満の方（昭和３５年１２月２日以降の生まれ）
4　推薦いただく民生委員児童委員及び主任児童委員について
　　次のように活動ができる方の推薦をお願いいたします。

＜民生委員児童委員＞
1 社会福祉の活動に理解と熱意がある方。

2 生活経験が豊富で、常識があり、人権問題に十分な理解と認識を持ち、個人の人格を尊重し、個人の秘密を固く守ることができる方。
3 本市の議員の選挙権を有し、担当する区域に２年以上居住し、その地域の実情に明るく地域の方の協力が得られる方。
4 地域の住民が気軽に相談できる方。
5 福祉・保健・医療等について理解があり、生活困窮者をはじめ、児童、母子・父子、高齢者及び障がいのお持ちの方を取り巻く問題について、深い関心をもって積極的に活動できる方。
6 生活が安定しており、健康であって、民生委員・児童委員活動に必要な時間を割くことができる方。

7 児童の心理を理解し、親しみをもたれる方。
8 会社員等の被雇用者は、推薦に関する雇用者の同意が得られている方。
＜主任児童委員＞
児童福祉に関する理解と熱意及び専門的な知識と経験を有し、地域における児童健全育成活動の中心となり積極的な活動ができ、次のような経験のある方。

1 児童福祉施設等の施設長若しくは児童指導員若しくは保育士等として勤務した方又は里親として児童養育の経験がある方。
2 学校等の教員の経験を有する方。
3 保健師、助産師、看護師、保育士等の資格を有する方。

4 子ども会活動、少年スポーツ活動、少年補導活動、PTA活動等の活動実績を有する方。

※女性の積極的な推薦をお願いいたします。

